
１．はじめに

２．工事概要

： 静岡市静清浄化センター建設工事その１９
： 静岡市清水区清開町１丁目１－１
： 平成29年10月18日～令和1年8月16日
： 日本下水道事業団
：

　全体の事業計画として、静岡市清水区清開町三丁目に位置する南部浄化センターの下水処理施設の
老朽化に対応するため、南部浄化センター内に送泥棟、静岡市清水区清開町一丁目に位置する静清浄
化センター内に受泥棟をそれぞれ新設。送泥棟から受泥棟間、延長約１・５キロを連絡する送泥管を
敷設し、静清浄化センターで汚泥処理を行うという事業計画であった。
　本工事は、その中の静清浄化センター内に受泥棟（地下1階、地上2階建て）を建設する工事であ
る。
約１年１０ヶ月の工事期間の中で発生した問題点およびその対策について報告する。
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３．施工における課題と対策

（１）　課題の抽出
１）地下障害物について

　本工事における杭施工箇所（Φ８００×２７本）が、既存杭との接触箇所に存在するため、新設
杭の設置方法について検討しなければならなかった。

　②既存杭の撤去方法

上記結果を踏まえ本工事を施工する上で解決しなければならない主要な課題は以下の通りであっ
た。
　①　新設杭の設置方法

施工に先立ち、建設箇所の試掘を行った結果、施工範囲において地下障害物が確認された。
試掘調査結果から、施工箇所には以前セメントサイロが建設されていたと推測された。また、サイ
ロの円形部分には、地下２０ｍの現場打ちコンクリート杭が約１．２ｍピッチで設置されているこ
とが確認された。

　既存杭が地上から約２ｍの位置に１００本以上残存されるなか、本工事では、貯留槽を設けるた
め、地下約４ｍの開削作業を行うことから、地下４ｍまでに残存する既存杭を全て撤去する必要が
あった。
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（２）　対応策
　①　新設杭の設置方法

当社の比較案として４種類の方法を検討した。
４つの案を比較した際、新設杭を設置するにあたり一番リスクが低い工法を選ぶこととした。
経済性では３案の既存杭間に新設杭を設置する方法が安価ではあるが、旧杭が杭頭位置から垂直に
打設されている保証はなく、新設杭打設途中で旧杭に接触した場合、新設杭がそれ以上深く挿入で
きなくなるというリスクがあるため低い評価となった。
その他、１案のプレボーリング工法は経済性が悪い上に、杭径よりも大きく堀削するため、ｹｰｼﾝｸﾞ
を抜く際、新設杭の偏心や所定高さより下がってしまう可能性が高いことから低い評価となった。
４案の引抜工法については、旧杭の引抜作業完了後、充填材等で置換すると、新設杭の打設範囲は
置換された土質(充填材)が接近や一部接触する箇所に打設することになる。この条件にて、新設杭
を所定の位置に打設すると土質等の違いにより新設杭が打設時に偏心してしまう可能性が高いため
低い評価となった。
そして、２案の「ドーナツオーガー工法」は、ケーシングにより除去した範囲は砂で埋戻しを行っ
ていることから基礎杭の構造計算が必要というデメリットはあるものの、新設杭出来形においての
リスクは低いことから本案が採用された。
結果、ドーナツオーガー工法にて先行掘削を行い、新設杭施工範囲内の地下障害物を撤去できた。
また、障害物撤去により新設杭の施工（中堀拡大根固め工法）についても精度良く行うことができ
た。

　新設杭の設置方法として、４種類の対応策を比較検討した。その結果、２案のドーナツオーガー
工法で新設杭箇所を先行掘削、その後砂置換にて新設杭を設置する案が採用された。（下表参照）

ドーナツオーガー工法
施工状況

ドーナツオーガー工法により
撤去された既存杭

新設杭施工状況
（中堀拡大根固め工法）



４．おわりに

　自立式土留めの採用により、山留材（鋼矢板）
のサイズをⅢ型からⅣ型へサイズアップ、根入れ
深さの増により鋼矢板長さについても８ｍから１
２ｍへサイズアップすることとなった。
　矢板施工は順調に設置。施工範囲内を掘削開始
すると地下約２ｍより複数の既存杭が確認され
た。土とコンクリートガラを分けて搬出するた
め、先行して既存杭と既存杭の間の土を丁寧に取
り除き、既存杭が針山のような状況になったとこ
ろで既存杭の撤去を行う。この作業を繰り返し、
床付けするとともに床付け面までの既存杭を撤去
していった。作業は順調に進み、予想工程よりも
約３日間の短縮にて床付け完了することができ
た。これにより自立式への変更の成果を実感し
た。なお、床付け完了より、鋼矢板の変位量につ
いて、１００ｍｍ程度の変位はあったものの施工
箇所にやや近い位置にある既存倉庫への影響はな
かった。

　今回の工事は、地下障害物の調査～撤去に約１．５ヶ
月。新設杭の施工方法選定に約５．０ヶ月もの時間を費
やした。要因として、施工範囲内に地下障害物が残存す
る中、新設杭を設置しなければならなかったことから新
設杭設置におけるリスクや構造計算の再計算、費用面に
ついて発注者との協議が長引いてしまった。また、新設
杭の施工検討期間中に行っていた、他工種の作業時にも
地下障害物との接触が問題となっていたため、その撤去
方法等についても同様に検討していたことも要因のひと
つである。
問題解決において、工法選定から工程管理に至るまで現
場状況に合わせた様々な視点から施工計画の立案が求め
られた工事であった。そんな中、協力業者の協力のも
と、施工方法の見直しやパーティーの増加等で工期短縮
を図ったほか、発注者の変更協議のご理解、静清浄化セ
ンター内管理業者様のご協力により何とか工期内に完成
を迎えることが出来た。今回の工事で得た経験を糧に今
後も技術、知識の研磨に努めたい

　②既存杭の撤去方法
　当初設計において、開削作業における土留めは地下１．５ｍに切梁式土留めを設置することとさ
れていたが、既存杭を撤去するにあたり切梁が使用重機と接触してしまうことが想定されたため、
山留材（鋼矢板）のサイズを変更し自立式土留めを採用した。
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